
指定管理業務評価結果書 
１ 施設の名称等 
(1) 公の施設の名称 津山文化センター 

(2) 指定管理者 所在地 津山市山下６８番地 津山文化センター内 

名 称 公益財団法人津山文化振興財団 

代表者 理事長 浮 田 佐 平 

(3) 公の施設の所管部署 津山市教育委員会生涯学習部文化課 

(4) 指定期間 平成２６年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日 

(5) 評価対象期間 平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日 

 

２ 施設の利用状況 

(1) 利用者数等 休館のため利用無し（前年度８０，９７９人） 

(2) 事業の内容 ・施設管理業務及び自主文化事業等 

（自主文化事業及共催事業） 

※津山文化センター休館のため、自主文化事業の開催はなし。 

※市内文化団体への舞台音響や照明等の技術の提供や舞台製作・設

置のサポートを行った。 

２０１８津山市民音楽祭、宝くじ文化公演「大阪交響楽団と若き俊

英ピアニスト牛田智大による名曲コンサート」、情熱のシャンソン、

津山文化協会芸術文化祭ステージ発表会 

・年間稼働率０％（前年度９６．６％） 

 

３ 収支の状況 

(1) 収入 

 （指定管理者の収入） 

総額 １４，５１５千円（前年度４６，８３９千円） 

 指定管理料                 １４，１５０千円 

利用料金収入                     ０千円 

 その他の収入                 ３６５千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

総額 １４，５８１千円（前年度３８，４１８千円） 

 主な支出 人件費                ９，６４０千円 

      光熱水費               １，７５６千円 

      修繕・消耗品費等             ２３３千円 

      委託料（施設管理費）           １６８千円 

      事業費                 ０千円 

      負担金・公租公課              ５５千円 

      その他                ２，７２９千円 

 

４ 総合評価結果 

(1) アンケート調査等の概要 ・早期リニューアルオープンを望む声が多い。 

(2) 指定管理者の自己評価 ・大規模改修工事及び耐震工事により２年間休館のため、他会場で

行われる（公財）津山文化振興財団主催の公演や、津山市文化協

会芸術文化祭に対して、舞台音響や照明等の技術の提供や舞台制

作・設置のサポートを積極的に行った。 



・２０２０年４月のリニューアルオープンに際し市民の関心も高ま

る中、多くの方々に来場していただける開館記念事業を検討す

る。また、市中心部にあり利便性の高い、市民の身近にある施設

として利用促進の案内をホームページやフェイスブックにて発

信し、リニューアルする施設等のＰＲを強化し今後の利用者の獲

得を目指す。 

(3) 市の評価 ・休館後事務所を移転しているが、問題なく業務を遂行している。 

・リニューアルオープン後、県北の拠点として芸術文化の創造・発

表の場となり、地域のネットワーク形成を図りつつ、地域の賑わい

醸成・交流を期待する。また、他地域の劇場等との取り組みに関し

て、事業だけの連携でなく、公立劇場の将来を見据えた連携に力を

入れていただく事を期待する。 

 

 

 

 

 

 


